
様式１  指導力パワーアップコース フェイスシート 

 

１．自治体名 愛知県名古屋市 

２．連携先大学名 愛知教育大学 

３．テーマ みんなでレベルアップ！ＩＣＴ活用 

 －系統性のある段階的なＩＣＴ活用研修をとおして－ 

４．特色となるキーワード つながる 広がる 教員 ＩＣＴ支援員 教員養成系大学

 名古屋市版ＩＣＴ活用研修プログラム 基礎編 応用編 

 

５．現状と課題 

＜現状＞ 

○ 教育センター指導主事等が、積極的に校内研修を実施 

○ 教科別研究会による活発な自主的研究・研修活動 

○ 教育センターにおけるＩＣＴの活用研修に、毎年およそ２０００人の教師が受講 

＜課題＞ 

● 学校間でＩＣＴの活用頻度に格差 

● ＩＣＴ活用を研修目的とした校内研修の不足 

● ＩＣＴ支援員の未配備 

● 学習用コンピュータや教材ソフトウェアの不足 

 

６．「研修プログラム」作成に当たっての考え方 

 【1】研修プログラム作成の視点・軸とそれを踏まえた研修プログラムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本市の実情に合わせた２段階（基本編・応用編）の研修内容による研修プログラム構成 

② 実証校における校内研修の成果・課題から研修プログラムの研修内容を修正し、随時バージョンアップ 

    ＩＣＴ研修リーダーが自主的な校内研修を行いやすい研修プログラム実施の工夫 

 

 

 

① つながる → 系統性のある段階的な研修プログラム（名古屋市版ＩＣＴ研修プログラム）の構成 

② 広がる   → 名古屋市版ＩＣＴ研修プログラムをＩＣＴ研修のスタンダードとして各校の校内研修で活用  

ＩＣＴ研修リーダー育成 ＋ 全教員のＩＣＴ活用指導力向上 ↔ 日常的にＩＣＴを活用した授業づくり  

（子供たちのＩＣＴ活用力の伸長も期待） 

 

校内研修での研修 

 

 



【2】大学との連携において期待する効果 

○ 研修プログラムの設計等について、専門性を有する大学の教員から指導を受け

ることが可能になる。 

○ 地元の大学と連携することで、今後も継続して研修プログラムの改善・研修の実

施に関した指導を受けることができる。 

○ 実証校に学生を「ＩＣＴ支援員」として配置することで、授業準備から評価場面

での具体的なＩＣＴ支援の内容を、校内研修で扱う研修内容にフィードバックする

ことができる。 

 

７．大学との連携の工夫 

名古屋市版ＩＣＴ活用研修プログラムを作成するために、教育センターと大学がそれ

ぞれの役割に応じて取り組んできた。また、本事業に伴う推進会議で、愛知教育大の他、

奈良教育大学教授である小柳和喜雄氏を招いて、ＩＣＴ活用研修プログラムの作成や、

ＩＣＴを活用した授業実践等について助言をいただいた。以下、この会議を受けて、

大学との連携において取り組んだ事柄である。 

○ 名古屋市版ＩＣＴ活用研修プログラムの作成に向けて 

教育センターと大学が協働して名古屋市版ＩＣＴ活用研修プログラムの作成に取

り組んだ。大学が文科省委託事業「ＩＣＴを活用した教育の推進に資する実証事業」

と関って得た成果を基に研修内容を構成したり、実証校での研修や授業実践を大学

側と協力して行い、広い視野からの意見を取り入れたりして、名古屋市版ＩＣＴ活

用研修プログラムの作成を進めた。 

○ 大学の学生による小中学校へのＩＣＴ支援 

教員がＩＣＴを活用する負担を感じることなく授業実践を行うために、大学に、

ＩＣＴ支援員の協力を依頼した。大学は、ＩＣＴの教育利用に感心・意欲があり、

将来教員を目指す志のある学生を公募した。そして採用された学生が、小中学校の

授業に参加し、ＩＣＴ活用の支援（タブレットＰＣの整備や教材作成といった支援

等）を行ってきた。この結果、ＩＣＴ支援員が実際に行った機器トラブルの対応や

支援の工夫等を校内研修で扱う研修内容にフィードバックすることができた。 

○ 本事業の成果を基に大学が取り組んだ研修 

実証校における研修の成果を大学でも取り入れ、さらに幅広い教員等を対象にし

た研修（教員免許状更新講習、公開講座等）を行った。 

○ 本事業の成果を基に大学のカリキュラム等を改訂 

大学は、本事業の成果を考慮した「学校サポート活動」の授業を設置した。また、

全学必修の情報機器の操作を学ぶ授業「情報教育入門」の一部を教育の情報化への

対応の強化を目指し、本事業の成果を取り入れた改訂を行った。 

このように、大学と連携したことで一定の成果が得られた。また、大学でも教員養成

課程の学生に対する教育の向上にも資することができ、カリキュラムにも反映された。 

 

 

 



 ８．本事業での成果と今後の展望 

＜成果＞ 

〇 大学との連携・協力により、広い視野から系統性のある名古屋市版ＩＣＴ活用研修

プログラムを作成することができた。 

○ 実証校の教員の力量に合わせた段階的な研修（基礎編・応用編）を行ったことで、

機器の取り扱いに関する教員の不安を少しずつ取り除くことができた。 

○ 授業実践力の高い教員とＩＣＴスキルの高い教員とがグループを組んで研修を行う

等、授業におけるＩＣＴの有効活用について教員相互で学び合うことで、互いの授業

技術の向上につなげることができた。 

○ ＩＣＴ支援員が授業支援を行うことにより、授業者が授業実践に専念することがで

きた。また、ＩＣＴ支援員が行った具体的な支援の内容を研修内容に取り入れて校内

研修を行うことができた。 

 

＜展望＞ 

〇 作成したＩＣＴ活用研修プログラムを基に行ったセンター指導主事等の積極的な校

内研修をとおして、より効果的な校内研修となるように工夫を行ってきた。今後は、

この名古屋市版ＩＣＴ活用研修プログラムを活用して、校内の情報教育担当者やミド

ルリーダーが主体的に研修を行っていくことが課題である。学校への名古屋市版ＩＣ

Ｔ活用研修プログラムの情宣を工夫したり、教育センターで行っている研修にプログ

ラムの一部を取り入れたりして、全市に広めていきたい。 

〇 教員のＩＣＴ活用に対する意識や理解を深め、不安や困り感を取り除くことによっ

て授業に専念していくことができるようにするためには、ＩＣＴ支援員は必要不可欠

であることが分かった。大学との連携によるＩＣＴ支援員の供給は、大きな成果をあ

げている。今後も、ＩＣＴ支援員による授業のサポートを継続し、授業者がトラブル

の対応を気にすることなく、授業に専念することができるようにするとともに、トラ

ブル解決のノウハウを名古屋市版ＩＣＴ活用研修プログラムに取り入れ、できる限り

教員が自力で解決していけるようにしたい。 


